
 

 

 

 

 

 

 ＯＤＦＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果の残差評価 

 

 

 

 

 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘでは入力極点図から解析されたＯＤＦ図はｊｏｂ１に登録され、 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算されたＯＤＦ図はｊｏｂ２に登録される。 

  

 ｊｏｂ１のＯＤＦ図とｊｏｂ２のＯＤＦ図の残差をｊｏｂ３に登録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０８月１０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 



概要 

 ＸＲＤで測定された極点図からＯＤＤＦ解析を行うと、再計算極点図と入力極点図から 

   入力極点図のＥｒｒｏｒ評価が行える。 

    

   更に、計算されたＯＤＦ図から VolumeFractionを計算すると、再々計算極点図と極点図から 

  VolumeFractionErrorが計算される。 

  この時の残差 ODF図が気になります。   

  まずは、残差ＯＤＦ図の表示を考えてみます。 

  

  

 

     

 

 

 



既存ＣＴＲソフトウエアで実現 

 Ｓｏｆｔ－ｉｎｄｅｘ 

  

 ＣＴＲ－ｓｏｆｔ－ＤＯＣ２ 

  

 Ｓｏｆｔ－ｉｎｄｅｘ 

   

 を組み合わせて実現する。 

 

 手順 

 １．ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析し、ＯＤＦ図のＥｘｐｏｒｔ 

２．ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析結果から VolumeFraction からＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔ（ＯＤＦ－ＶＦ） 

３．ＣｏｍｐａｒｅＯＤＦでＥｘｐｏｒｔされているＯＤＦ図、ＯＤＦ－ＶＦ図の差を計算し 

  ファイル作成（残差ＯＤＦ図） 

４．ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦＦｉｌｅでＬａｂｏＴｅｘのｊｏｂファイルを読み込み 

  ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで表示をｅｘｉｔ 

  ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦＦｉｌｅのＥＢＳＤ部で残差ＯＤＦ図を読み込み 

  ｊｏｂファイルを作成 

 ５．ＬａｂｏＴｅｘで作成されたｊｏｂファイルを確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析し、ＯＤＦ図のＥｘｐｏｒｔ 

 

 

 ＯＤＦ図のＥｘｐｏｒｔ 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析結果から VolumeFractionからＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔ（ＯＤＦ－ＶＦ） 

 

 

 

 ＥｘｐｏｒｔされたＯＤＦファイル 

 

 



３．ＣｏｍｐａｒｅＯＤＦでＥｘｐｏｒｔされているＯＤＦ図、ＯＤＦ－ＶＦ図の差を計算し 

  ファイル作成（残差ＯＤＦ図） 

  

 

    

    残差ＯＤＦ図 

 



４．ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦＦｉｌｅでＬａｂｏＴｅｘのｊｏｂファイルを読み込み 

   

     

 

 

 ＯＤＦファイルを選択するとＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙに表示されるがｅｘｉｔし 

 残差ＯＤＦ図を読み込み、すぐにｓａｖｅする。 

 

 

 

でｊｏｂファイルが作成される。 

  

 

 

 



５．ＬａｂｏＴｅｘで確認 

 ｊｏｂ３が作成されている。 

 

 

残差ＯＤＦ図から新しい方位を追加してＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを計算する。 

 

 

 


